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●直近の輸出の推移 

関西の直近の輸出動向をみると、アジア向けに加えて、ＥＵ向けに

も減少がみられる（図表1）。 

6 月末のＧ20 大阪サミットの開催に伴い、大規模な交通規制が敷

かれたことから、輸出の一部が翌月に回った可能性もある。ただし、

ＥＵ向けについては、そもそも今年に入ってから低調な動きが目立

つ。 

 国別の動向をみると、かねてから動きが鈍かった英国やイタリ

ア、オランダなどに加え、ドイツも前年割れとなっている（図表2）。

世界経済の成長鈍化が取りざたされる中、ユーロ圏も例外ではない。

英国のＥＵ離脱問題やドイツ経済の不振などで状況は芳しくないこ

とから、それに連動した動きであることは否定できない。 

 

●ユーロ圏の景気減速による影響 

一方、輸出品目別にみると、ＥＵ向けで前年割れが目立つのは、か

ねてからの輸送用機械に加え、直近では電機機器の動きも顕著とな

っている（図表 3）。特に、通信機、電池、映像機器などが大きく減

少している。 

アジア向けでは電子部品の減少が目立つのとは異なり、全体とし

ては消費関連の製品の減少が中心となっている。その背景には、ユ

ーロ圏での消費の減速が進んでいる影響が指摘できよう。 

 

●今後の注目点 

今後については、ひとまずはＧ20大阪サミットの影響を見極める

必要もあり、7月の推移を含めた判断が必要となろう。ただし、関西

からＥＵ向けの輸出は、ユーロ圏の製造業ＰＭＩとの連動性が高い

ことも事実である（図表4）。足元で同指数は大きく下げており、短

期的な低下にはとどまらないとみられることから、関西からの輸出

もしばらく停滞する可能性がある。 

関西の輸出に占めるＥＵの比率は、全体の1割強と限定的ながら、

今はアジア向けの減少が続いており、タイミングは非常に悪い。輸出

を取り巻く環境はさらに厳しくなるといわざるを得ない。 

  

 

テーマ：減少が進むＥＵ向けの輸出 

～アジアに加えてＥＵへの輸出も減少傾向に転落か～ 

【図表1】 

【図表2】 

【図表3】 

【図表4】 
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